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第
一
章
　
　
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
『
南
ロ
シ
ア
へ
の
旅
』
に
描
か
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
「
風
景
」「
歴
史
」「
信
仰
」
を
巡
る
感
傷
旅
行

鳥
山
祐
介

Ⅰ
　

ロ
シ
ア
に
と
っ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
「
他
者
」
な
の
か
「
自
己
」
の
一
部
な
の
か
１

。

　

か
つ
て
小
ロ
シ
ア
と
呼
ば
れ
た
こ
の
地
の
大
部
分
は
長
く
リ
ト
ア
ニ
ア
＝
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
属
し
、
キ
エ
フ
の
モ
ス
ク
ワ

国
家
へ
の
編
入
も
、
一
六
六
七
年
と
比
較
的
新
し
い
。
他
方
、
こ
の
地
は
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
の
大
公
座
が
置
か
れ
、
正
教

の
受
容
や
『
イ
ー
ゴ
リ
軍
記
』
の
成
立
と
も
深
い
関
わ
り
を
持
っ
た
こ
と
か
ら
、「
ロ
シ
ア
文
化
揺
籃
の
地
」
と
見
な
さ
れ

得
る
要
素
も
備
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
二
面
性
は
、
近
代
的
国
民
意
識
の
形
成
の
中
で
ロ
シ
ア
文
化
の
空
間
的
境
界
が

徐
々
に
定
め
ら
れ
、
コ
ー
カ
サ
ス
や
ク
リ
ミ
ア
が
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
他
者
と
し
て
囲
い
込
ま
れ
て
い
く
一
方
で
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
占
め
る
位
置
を
微
妙
な
も
の
に
し
て
い
た
。

　

こ
の
点
を
考
え
る
上
で
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
の
ロ
シ
ア
で
数
多
く
産
み
出
さ
れ
た
国
内
旅
行
記
の
存
在

は
興
味
深
い
。
知
識
層
に
国
民
意
識
の
覚
醒
が
広
く
見
ら
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
こ
の
時
期
は
、
ロ
シ
ア
で
国
内
旅
行
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
英
国
で
湖
水
地
方
へ
の
注
目
を
促
し
た
「
ピ
ク
チ
ャ
レ

ス
ク
・
ト
ラ
ヴ
ェ
ル
」
な
ど
西
欧
の
流
行
の
余
波
、
パ
ー
ヴ
ェ
ル
一
世
に
よ
る
外
国
旅
行
の
規
制
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
に

移
動
の
制
限
を
も
た
ら
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
影
響
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
二
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
条
件
の
下
で

書
か
れ
、
発
表
さ
れ
た
旅
行
記
の
う
ち
、
少
な
か
ら
ぬ
も
の
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
題
材
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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む
ろ
ん
、
個
人
的
な
手
記
や
学
術
調
査
隊
の
記
録
等
は
以
前
よ
り
存
在
し
た
。
し
か
し
、
ス
タ
ー
ン
『
セ
ン
チ
メ
ン
タ

ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
』
や
カ
ラ
ム
ジ
ン
『
ロ
シ
ア
人
旅
行
者
の
手
紙
』
と
い
っ
た
先
行
作
品
の
影
響
下
に
、
ロ
シ
ア
国
内
を

題
材
と
し
、
幅
広
い
読
者
を
対
象
と
し
た
旅
行
記
が
多
く
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
の
時
期
で
あ
る
３

。
そ
れ
ら

に
特
徴
的
な
の
は
、
旅
先
の
地
理
的
デ
ー
タ
や
社
会
情
勢
の
み
な
ら
ず
、
旅
行
者
の
抱
い
た
感
情
や
空
想
、
ま
た
旅
行
を

め
ぐ
る
数
々
の
「
些
事
」
な
ど
が
頻
繁
に
記
さ
れ
、
訪
れ
た
土
地
に
対
す
る
旅
行
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
前
面
に
出
た
テ
ク
ス

ト
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
そ
の
中
で
ど
う
描
か
れ
た
の
か
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
旅
行
記
の
中
で
最
も
早
い
時
期

に
書
か
れ
た
作
品
の
一
つ
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
（
一
七
七
三
―
一
八
三
〇
）
の
『
南
ロ
シ
ア
へ
の
旅
』

（
一
八
〇
〇
―
〇
二
）
を
取
り
上
げ
る
４

。
こ
の
旅
行
記
は
刊
行
後
、
ロ
シ
ア
版
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」

の
雛
形
と
し
て
受
容
さ
れ
、
多
く
の
書
評
や
パ
ロ
デ
ィ
の
題
材
と
な
る
な
ど
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
５

。
作
家
シ
ャ
リ
コ

フ
は
一
八
〇
三
年
に
出
版
し
た
旅
行
記
『
小
ロ
シ
ア
へ
の
旅
』
の
冒
頭
で
「
私
の
旅
行
記
は
、
ス
タ
ー
ン
も
デ
ュ
パ
テ
ィ

も
カ
ラ
ム
ジ
ン
も
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
も
想
起
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
」
と
述
べ
て
お
り
、
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
の
旅
行

記
が
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
重
要
作
品
の
系
譜
に
連
な
る
作
品
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
６

。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
扱
っ
た
こ
の
時
期
の
旅
行
記
の
中
で
も
こ
の
作
品
は
特
に
同
時
代
の
反
響
が
目
覚
ま
し
く
、
ま
た
執
筆

年
代
の
早
さ
と
い
う
点
で
大
き
な
文
化
史
的
意
義
を
有
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
近
代
ロ
シ
ア
文
化
の
中
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
表
象
の
性
格
と
い
う
問
題
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
作
品
は
一
つ
の
指
標
を
提
供
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
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Ⅱ
　

イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
は
カ
ラ
ム
ジ
ン
の
信
奉
者
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
重
要
な
担
い
手
と
し

て
知
ら
れ
る
。
古
い
貴
族
の
家
庭
に
モ
ス
ク
ワ
で
生
ま
れ
、
家
庭
で
教
育
を
受
け
た
。
一
七
九
四
年
に
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
ス

キ
ー
連
隊
で
勤
務
を
始
め
、
翌
年
に
は
少
佐
（
八
等
官
）
と
し
て
退
役
す
る
７

。
文
学
者
と
し
て
の
活
動
を
始
め
た
の
は

こ
の
頃
で
あ
っ
た
。
雑
誌
『
楽
し
く
有
益
な
暇
つ
ぶ
し
』
に
し
ば
し
ば
著
作
を
発
表
し
、
一
七
九
五
年
に
は
カ
ラ
ム
ジ
ン

『
哀
れ
な
リ
ー
ザ
』
に
次
ぐ
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
重
要
作
品
と
さ
れ
る
短
編
小
説
『
ロ
ス
ト
フ
湖
』
を
発
表
す
る
８

。 

次
の
年
に
は
カ
ラ
ム
ジ
ン
の
雑
誌
『
ア
オ
ニ
ー
デ
ィ
』
へ
の
寄
稿
を
始
め
、
シ
ャ
リ
コ
フ
と
と
も
に
カ
ラ
ム
ジ
ン
派
の
代

表
格
と
な
っ
た
。
後
に
は
反
シ
シ
コ
フ
派
の
論
陣
に
加
わ
る
こ
と
に
も
な
る
。
創
作
活
動
以
外
の
事
績
と
し
て
は
、

一
八
〇
五
年
に
領
地
内
で
「
ル
ソ
ー
の
『
エ
ミ
ー
ル
』
に
倣
っ
た
」
寄
宿
学
校
を
自
費
で
開
き
、
聖
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
四
等

勲
章
を
賜
っ
た
こ
と
、
一
八
二
七
年
よ
り
モ
ス
ク
ワ
検
閲
委
員
会
の
検
閲
官
の
地
位
を
得
た
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

　
『
南
ロ
シ
ア
へ
の
旅
』
の
題
材
と
な
っ
た
小
ロ
シ
ア
、
新
ロ
シ
ア
、
ク
リ
ミ
ア
、
コ
ー
カ
サ
ス
及
び
ヴ
ォ
ル
ガ
下
流
域

を
巡
る
旅
行
は
、
カ
ラ
ム
ジ
ン
の
西
欧
旅
行
か
ら
ほ
ぼ
十
年
後
の
一
七
九
九
年
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
旅
に
つ
い
て
イ
ズ
マ

イ
ロ
フ
は
一
八
〇
六
年
の
回
想
で
「
専
ら
好
奇
心
に
動
機
付
け
ら
れ
た
自
費
に
よ
る
旅
行
で
、
政
府
に
よ
る
支
援
な
ど
は

一
切
受
け
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
と
い
う
９

。
作
品
は
、
旅
人
が
家
族
に
宛
て
た
一
連
の
書
簡
か
ら
構
成
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
大
部
分
は
土
地
の
名
を
副
題
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

　

こ
の
旅
行
記
は
著
者
の
生
前
に
複
数
の
版
が
出
版
さ
れ
た
。
ま
ず
一
八
〇
〇
年
に
前
半
部
分
が
刊
行
さ
れ
、
次
い
で
一 

八
〇
二
年
に
、
残
り
の
後
半
部
分
が
修
正
の
施
さ
れ
た
前
半
部
分
と
併
せ
て
刊
行
さ
れ
る
が
、
ソ
ロ
ヴ
ィ
ヨ
フ
に
よ
れ

ば
、
こ
の
段
階
で
の
修
正
は
本
質
的
な
も
の
で
は
な
く
、
一
八
〇
〇
年
版
と
一
八
〇
二
年
版
は
一
つ
の
版
と
み
な
し
得
る
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と
い
う
。
一
方
、
一
八
〇
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
版
は
、
全
体
の
分
量
が
三
分
の
一
以
上
減
ら
さ
れ
る
な
ど
大
幅
な
改
変
を

伴
う
も
の
で
、
独
立
し
た
「
第
二
版
」
と
呼
び
得
る
と
さ
れ
る
⓾
。
構
成
上
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
八
〇
〇
年

版
で
多
く
の
頁
が
割
か
れ
て
い
た
出
発
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
到
着
ま
で
の
手
紙
が
、
一
八
〇
五
年
版
で
は
丸
ご
と
削
除
さ
れ

て
い
る
点
で
あ
る
。
即
ち
、
前
者
の
最
初
の
十
一
通
の
書
簡
が
、
セ
ル
プ
ー
ホ
フ
、
ト
ゥ
ー
ラ
、
オ
リ
ョ
ー
ル
、
ク
ー
ル

ス
ク
と
い
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
な
い
ロ
シ
ア
の
地
名
を
冠
し
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
第
一
書
簡
が
「
小
ロ
シ
ア
」、

第
二
書
簡
が
「
キ
エ
フ
」
と
題
さ
れ
、
旅
人
は
冒
頭
で
既
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
身
を
置
い
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
本

稿
で
は
、
特
に
断
り
が
な
い
限
り
、
先
に
世
に
出
た
一
八
〇
〇
年
版
を
考
察
対
象
と
す
る
。

　
『
南
ロ
シ
ア
へ
の
旅
』
の
一
八
〇
〇
年
版
に
は
「
編
者
よ
り
」
と
題
さ
れ
た
二
頁
に
わ
た
る
前
文
が
付
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
は
「
あ
る
我
々
の
同
胞
が
、
何
を
お
い
て
も
自
分
の
祖
国
を
目
に
し
た
い
と
願
い
、
最
も
美
し
い
部
分
を
見
て
そ
の

描
写
を
行
っ
た
」
と
い
う
文
に
始
ま
っ
て
い
る
。
以
下
、「
旅
の
印
象
を
手
紙
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
彼
の
家
族
が
、
我
々

に
こ
の
手
紙
の
出
版
を
託
し
た
」「
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
の
ロ
シ
ア
人
の
（R

usskogo

）
旅
行
記
は
、
こ
の
種
の
も
の
と
し

て
は
最
初
で
あ
る
。
た
だ
手
紙
の
著
者
は
、
自
分
の
文
才
が
扱
う
対
象
の
重
要
さ
と
価
値
に
見
合
わ
な
い
貧
し
い
も
の
で

あ
る
と
感
じ
て
い
る
」
と
い
っ
た
記
述
が
続
く
〔
三
〕⓫
。

　

デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
十
八
世
紀
末
―
十
九
世
紀
初
頭
に
は
「
ロ
シ
ア
人
」
と
い
う
語
が
帝
国
臣
民

な
い
し
帝
国
の
支
配
的
な
文
化
伝
統
に
与
る
非
ロ
シ
ア
民
族
の
人
々
を
も
示
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
同
様
に
こ
の
『
南
ロ
シ

ア
の
旅
』
も
「
ロ
シ
ア
人
に
よ
る
ロ
シ
ア
の
旅
行
記
」
と
銘
打
た
れ
な
が
ら
、
実
際
に
は
「
キ
エ
フ
、
オ
デ
ッ
サ
、
ク
リ

ミ
ア
、
北
コ
ー
カ
サ
ス
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
帝
国
内
の
非
ロ
シ
ア
地
域
の
旅
を
描
い
て
い
る
」⓬
。
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同
様
に
、「
祖
国
」
と
い
う
語
も
二
重
性
を
孕
む
。「
五
月
五
日　

I***

村
」
と
題
さ
れ
た
第
一
書
簡
の
冒
頭
で
、
語
り

手
は
「
私
の
こ
と
は
心
配
し
な
い
よ
う
に
」
と
の
文
言
に
続
き
「
祖
国
の
空
の
下（pod otechestvennym

 nebom

）、
私
は

穏
や
か
な
心
持
と
と
も
に
遍
歴
す
る
」〔
五
〕
と
、
記
述
を
始
め
て
い
る
。
こ
こ
で
語
り
手
が
身
を
置
い
て
い
る
と
さ
れ

る
の
は
モ
ス
ク
ワ
郊
外
の
セ
ル
プ
ー
ホ
フ
の
手
前
の
地
点
だ
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
一
八
〇
五
年
版
の
冒
頭
も
「
愛
し

い
祖
国
の
空
の
下
（Pod nebom

 liubeznogo otechestva

）、
私
は
穏
や
か
で
晴
れ
や
か
な
心
持
と
と
も
に
遍
歴
す
る
」⓭ 

と
、
よ
く
似
た
文
で
始
ま
っ
て
い
る
。
上
述
の
よ
う
に
こ
の
版
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
到
着
ま
で
の
書
簡
が
削
除
さ
れ
て
お

り
、
語
り
手
は
既
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
身
を
置
き
な
が
ら
「
祖
国
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
総
じ
て
こ
の
箇
所
で
は

「
愛
す
る
」
「
晴
れ
や
か
な
」
と
い
っ
た
語
の
使
用
を
除
き
、
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
は
ほ
ぼ
同
じ
文
を
モ
ス
ク
ワ
郊
外
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
で
用
い
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
先
に
引
用
し
た
前
文
で
、
旅
行
記
に
描
か
れ
る
帝
国
内
の
諸
地
域
を
念
頭
に
置
い
て
「
自
分
の
祖
国
」

と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
呼
応
す
る
。
一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
到
着
後
最
初
の
書
簡
「
小
ロ
シ
ア
」
の
冒
頭

に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

私
が
足
を
踏
み
入
れ
た
地
は
、
か
つ
て
我
が
国
の
歴
史
上
の
多
く
の
大
事
件
の
舞
台
で
あ
り
、
隣
接
す
る
諸
大
国
の
餌
食

で
あ
り
、
こ
の
上
な
く
平
和
を
愛
す
る
人
々
の
祖
国
で
あ
っ
た
（byla 

〈
…
〉 otechestvom

）。
こ
の
素
晴
ら
し
い
気
候
、

こ
の
素
晴
ら
し
い
土
地
、
こ
の
住
民
た
ち
に
は
、
も
っ
と
良
い
運
命
、
彼
ら
が
大
国
ロ
シ
ア
の
も
と
で
よ
う
や
く
享
受
し

て
い
る
、
永
久
の
平
和
の
蔭
の
下
で
安
ら
ぐ
運
命
こ
そ
が
相
応
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。〔
五
一
―
五
二
〕
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こ
こ
で
は
ロ
シ
ア
の
保
護
下
に
下
る
前
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
他
者
の
「
祖
国
」
で
あ
っ
た
点
が
前
面
に
出
さ
れ
て
お
り
、
語

り
手
に
と
っ
て
の
「
祖
国
」
で
あ
る
ロ
シ
ア
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
過
去
に
は
ロ
シ
ア
に
属
さ
ず
隣
接
す
る

大
国
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
お
よ
び
オ
ス
マ
ン
帝
国
）
の
攻
撃
に
晒
さ
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
他
方
で
「
我
が
国

の
歴
史
の
多
く
の
大
事
件
の
舞
台
」
と
も
形
容
さ
れ
、
両
義
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
付
与
さ
れ
て
い
る
。

　

続
く
個
所
で
は
周
辺
の
自
然
が
描
き
出
さ
れ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
た
語
り
手
は
川
岸
を
散
歩

し
、
故
郷
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
自
然
を
比
較
す
る
。

〈
…
〉こ
こ
で
は
森
の
緑
も
北
国
よ
り
濃
く
感
じ
ら
れ
る
が
、
そ
ん
な
森
や
、
我
々
の
川
よ
り
明
る
く
煌
め
い
て
い
る
川

や
、
晴
れ
や
か
な
青
空
を
見
て
い
る
と
、
私
は
南
国
の
暖
か
さ
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
感
じ
、
ま
た
心
が
熱
く
な
っ
て
く
る

の
を
感
じ
る
の
で
あ
っ
た
。〔
五
二
〕

こ
こ
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、「
北
国
」
と
対
置
さ
れ
暖
か
く
晴
れ
や
か
な
「
南
国
」
と
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
続
く
自
然
描

写
に
お
い
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
相
違
点
へ
の
言
及
は
こ
れ
以
上
現
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
三
年
後
に
ク
リ
ミ
ア
へ

の
旅
行
記
を
出
版
し
た
パ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ス
マ
ロ
ー
コ
フ
が
、
初
め
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
身
を
置
い
た
際
の
印
象
を
以
下
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。

小
ざ
っ
ぱ
り
と
し
た
明
る
い
小
屋
の
中
で
私
が
目
に
し
た
の
は
、
異
な
る
顔
つ
き
、
異
な
る
風
俗
、
異
な
る
服
装
を
し
た

主
人
た
ち
、
異
な
る
間
取
り
で
あ
り
、
耳
に
し
た
の
は
異
な
る
言
語
で
あ
っ
た
。
ま
さ
か
こ
こ
は
帝
国
の
境
界
な
の
か
？
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私
は
別
の
国
家
に
入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
？
違
う
！
帝
国
は
ま
だ
続
い
て
い
る
。
た
だ
こ
こ
か
ら
は
小
ロ
シ
ア
と

呼
ば
れ
る
地
方
が
始
ま
る
の
だ
⓮
。

　

こ
の
よ
う
に
ス
マ
ロ
ー
コ
フ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
異
国
性
を
強
調
し
て
い
る
⓯
。
こ
れ
に
対
し
、
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
は
第

十
三
書
簡
「
ス
ム
ィ
」
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
と
の
交
流
の
模
様
を
初
め
て
描
い
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
異
国

性
、
他
者
性
を
前
面
に
出
し
て
は
い
な
い
。

　

一
方
、
キ
エ
フ
近
郊
ボ
リ
ス
ポ
リ
の
宿
駅
発
と
さ
れ
る
第
十
九
書
簡
で
は
、
そ
れ
ま
で
に
交
流
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民

衆
の
「
祖
国
」
愛
が
強
調
さ
れ
る
。

小
ロ
シ
ア
の
人
々
は
、
そ
の
太
古
の
性
格
を
ま
だ
い
く
ら
か
残
し
て
い
た
。
彼
ら
は
祖
国
と
そ
の
名
誉
を
愛
し
て
い
る
。

彼
ら
の
耳
は
そ
の
名
を
聞
き
慣
れ
、
自
分
の
名
誉
が
常
に
愛
国
者
と
し
て
の
義
務
と
し
っ
か
り
結
び
つ
い
て
い
た
か
ら

だ
。
彼
ら
は
自
ら
の
手
が
祖
国
を
無
数
の
敵
か
ら
守
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
お
り
、
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
に
関
す
る
記
憶
は
あ

ら
ゆ
る
者
の
心
の
中
で
い
ま
だ
に
生
々
し
い
の
で
あ
る
。〔
八
五
―
八
六
〕

　

こ
こ
で
ボ
グ
ダ
ン
・
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
（
一
五
九
五
―
一
六
五
七
）
の
名
が
現
れ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
・
コ
サ
ッ
ク
の
ヘ
ト
マ
ン
（
頭
領
）
と
し
て
彼
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
対
し
て
反
乱
決
起
を
行
い
、
ロ
シ
ア
の
保
護
下
に

入
っ
た
こ
と
は
、
後
に
ド
ニ
エ
プ
ル
左
岸
及
び
キ
エ
フ
が
ロ
シ
ア
領
に
編
入
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
。
従
っ
て
彼
の
名
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
祖
国
愛
へ
の
言
及
を
並
置
す
る
こ
と
は
、
先
の
第
一
書
簡
と
同
じ
く
本
来
ロ
シ
ア
の
保
護
下
に
あ
る
べ
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き
土
地
と
し
て
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
地
位
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
の
名
は
、
キ
エ
フ
の
洞
窟
修
道
院
を
描
い
た
第
二
十
二
書
簡
に
も
現
れ
る
。
語
り
手
は
、
ウ
ス
ペ
ン

ス
キ
ー
大
聖
堂
の
内
壁
に
描
か
れ
た
数
々
の
「
英
雄
」
の
肖
像
を
辿
っ
て
行
く
う
ち
、
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
の
肖
像
に
遭
遇

す
る
。

大
き
な
入
口
の
左
手
の
壁
に
は
我
ら
が
祖
国
の
偉
大
な
男
た
ち
の
肖
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
大
公
や
小
ロ
シ
ア
の
ヘ
ト
マ

ン
が
次
々
に
現
れ
、
祖
国
と
そ
の
息
子
た
ち
の
輝
か
し
い
偉
業
を
愛
す
る
者
に
、
大
い
な
る
満
足
を
与
え
て
く
る
。

こ
こ
に
は
あ
の
輝
か
し
い
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
が
い
る
。
彼
は
同
胞
た
ち
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
軛
か
ら
解
放
す
る
こ
と
に
成
功

し
、
小
ロ
シ
ア
は
彼
の
お
か
げ
で
救
わ
れ
た
。
彼
は
民
族
（
ナ
ロ
ー
ド
）
の
感
謝
に
値
す
る
し
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
感
謝

の
念
を
覚
え
る
民
族
も
こ
う
し
た
指
導
者
に
値
す
る
の
で
あ
る
。〔
一
〇
七
―
一
〇
八
〕

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
コ
サ
ッ
ク
の
ヘ
ト
マ
ン
が
「
我
ら
が
祖
国
の
偉
大
な
男
た
ち
」
と
さ
れ
る
こ
と
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歴
史

は
ロ
シ
ア
史
の
一
部
と
し
て
取
り
込
ま
れ
る
。
フ
メ
リ
ニ
ツ
キ
ー
は
そ
の
象
徴
的
存
在
で
あ
る
。
ま
た
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

軛
」
か
ら
解
放
さ
れ
た
同
胞
た
ち
と
い
う
表
現
は
、「
タ
タ
ー
ル
の
軛
」
と
同
様
に
、
本
来
は
ロ
シ
ア
国
家
に
属
す
べ
き

人
々
が
一
時
的
に
侵
略
者
の
軛
の
も
と
で
呻
吟
し
て
い
た
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
こ
こ
で
は
「
神
の
聖
堂
に
偉
大
な
人
々
の
記
念
碑
を
据
え
る
と
は
何
と
素
晴
ら
し
い
考
え
だ
っ
た
ろ
う
か
！
」

と
し
て
宗
教
施
設
に
国
家
的
英
雄
の
肖
像
を
据
え
る
と
い
う
趣
向
そ
の
も
の
が
称
え
ら
れ
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
続
く
。

「
祈
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
、
輝
か
し
い
男
た
ち
の
肖
像
を
目
に
し
、
数
々
の
仕
事
と
同
胞
の
た
め
に
捧
げ
ら
れ
た
彼
ら
の
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生
涯
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
偉
勲
や
祖
国
、
そ
し
て
特
に
自
分
の
息
子
た
ち
の
偉
業
に
こ
う
し
て
報
い
る
宗
教
に
対
し
、
熱

く
心
を
燃
や
す
だ
ろ
う
」〔
一
一
〇
―
一
一
一
〕。
即
ち
こ
こ
で
は
、
国
家
的
「
英
雄
」
の
肖
像
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
を
聖
堂

と
い
う
場
に
置
く
こ
と
で
、
神
的
存
在
に
向
け
ら
れ
る
べ
き
崇
敬
の
念
を
そ
れ
ら
に
も
重
ね
て
向
け
、
等
し
く
崇
高
な
対

象
と
し
て
の
両
者
の
地
位
を
既
成
事
実
化
す
る
点
に
「
素
晴
ら
し
い
考
え
」
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。

　

カ
ラ
ム
ジ
ン
や
シ
ャ
リ
コ
フ
の
旅
行
記
は
、
旅
先
で
接
す
る
事
件
や
事
物
に
喚
起
さ
れ
た
様
々
な
感
情
、
特
に
感
傷
や

陶
酔
の
描
写
に
多
く
の
言
を
費
や
し
て
い
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
、
正
教
と
い
う
要
素
が
そ
う
し
た
局
面
と
結
び
つ
く
こ
と

は
稀
で
あ
っ
た
。
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
の
旅
行
記
は
そ
れ
ら
と
異
な
り
、
感
情
の
表
出
と
結
び
つ
い
て
宗
教
的
モ
チ
ー
フ
が
前

面
に
出
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
⓰
。
こ
う
し
た
点
は
、「
正
教
」
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
を
前
景
化
す
る
こ
と
で
ロ
シ
ア
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
文
化
的
共
通
性
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
旅
先
で
の
経
験
を
ロ
シ
ア
人
と
し
て
の
愛
国
心
や
宗
教
的
陶
酔

と
い
っ
た
枠
組
の
中
で
処
理
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
そ
う
し
た
強
い
「
感
情
」
を
喚
起
す
る
対
象
と
し

て
提
示
す
る
こ
と
に
な
る
。

Ⅲ
　
『
南
ロ
シ
ア
へ
の
旅
』
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
自
然
美
も
た
び
た
び
称
賛
の
対
象
と
な
り
、
語
り
手
に
快
を
も
た
ら
し
て

い
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
十
八
―
十
九
世
紀
初
頭
は
「
自
然
の
発
見
」「
風
景
の
発
見
」
の
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
潮
流
は

美
術
や
庭
園
芸
術
な
ど
を
通
し
て
ロ
シ
ア
に
も
流
入
し
、「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
を
は
じ
め
、
自
然
を
観
照
す
る
際
の
新

た
な
美
意
識
も
同
時
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
英
国
な
ど
と
同
様
に
自
国
の
風
景
を
美
的
対
象
と
し
て
発
見
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す
る
機
会
に
も
な
っ
た
。
イ
ー
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
の
知
識
人
は
当
初
自
国
の
中
心
地
域
に
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
な
風

景
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
は
む
し
ろ
「
貧
し
い
自
然
」
を
ロ
シ
ア
的
風
景
と
し
て
称
え
て
い
く

と
い
う
⓱
。
と
は
い
え
、
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
は
本
来
見
る
側
の
視
点
や
認
識
の
あ
り
方
の
問
題
で
あ
り
、
彼
ら
が
ロ
シ
ア

国
内
に
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
な
風
景
を
見
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
の
自
然
の
中
に
そ
の
よ
う
に
見
る
こ
と
の
で
き

る
風
景
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
に
ロ
シ
ア
の
風
景
に
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
を
見
出
す

例
は
十
八
世
紀
よ
り
少
な
く
な
い
⓲
。

　

こ
う
し
た
時
代
背
景
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
『
南
ロ
シ
ア
の
旅
』
で
も
、
新
し
い
美
意
識
の
反
映
は
随

所
に
見
ら
れ
る
。
自
然
美
の
礼
賛
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
到
着
前
の
ロ
シ
ア
に
関
す
る
部
分
で
既
に
現
れ
て
お
り
、
例
え
ば

第
七
書
簡
で
は
、
丘
や
起
伏
の
多
い
ト
ゥ
ー
ラ
郊
外
の
風
景
が
「
絵
の
よ
う
な
」
と
形
容
さ
れ
る
〔
三
〇
〕。
ま
た
第
十

書
簡
で
語
り
手
は
、
ク
ー
ル
ス
ク
の
光
景
を
「
自
然
と
技
」「
村
と
町
」
が
同
時
に
示
さ
れ
る
も
の
と
し
て
称
え
、
さ
ら

に
「
自
然
界
に
こ
の
上
な
く
美
的
な
風
景
が
存
在
す
る
こ
と
と
、
人
間
界
に
堕
落
し
た
者
が
存
在
す
る
こ
と
は
相
い
れ
な

い
」〔
四
四
―
四
五
〕
と
い
う
考
え
に
共
感
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
眼
差
し
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
自
然
に
対
し
て
も
注
が
れ
る
。
こ
の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
た
語
り
手
が
最
初
に

描
写
す
る
の
が
川
辺
の
風
景
の
美
し
さ
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
第
十
九
書
簡
「
ボ
リ
ス
ポ
リ
の
宿
駅
」
で
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
美
的
趣
味
は
「
目
の
前
の
こ
の
絢
爛
た
る
自
然
に
育
ま
れ
た
」
も
の
と
さ
れ
、
彼
ら
の
村
や
フ
ー
ト
ル

（
散
村
）
の
立
地
の
美
し
さ
、
花
と
果
実
に
彩
ら
れ
た
庭
や
白
い
百
姓
小
屋
な
ど
が
称
え
ら
れ
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
彼

は
、
自
然
を
愛
し
た
ル
ソ
ー
の
名
前
を
引
き
合
い
に
出
し
つ
つ
、「
こ
れ
こ
そ
最
も
啓
蒙
さ
れ
た
農
民
と
は
思
わ
れ
な
い

だ
ろ
う
か
？
」〔
九
〇
〕
と
も
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
こ
で
は
、
風
景
美
が
人
間
の
性
格
と
の
対
応
関
係
に
お
い
て
と
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ら
え
ら
れ
て
い
る
。

　

既
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
カ
ラ
ム
ジ
ン
に
代
表
さ
れ
る
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
文
学
で
は
、
風
景
と
内
面
が

し
ば
し
ば
対
応
関
係
を
成
し
て
い
た
⓳
。
例
え
ば
、『
ロ
シ
ア
人
旅
行
者
の
手
紙
』
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
郊
外
ヴ
ヴ
ェ
か
ら
の
手

紙
で
は
、
ル
ソ
ー
『
新
エ
ロ
イ
ー
ズ
』
か
ら
の
以
下
の
よ
う
な
引
用
が
現
れ
る
。

恐
ろ
し
い
狂
気
と
魂
の
動
揺
の
中
で
私
は
一
つ
所
に
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
私
は
彷
徨
い
、
や
っ
と
の
こ
と
で
山
に
上

り
、
岩
山
の
頂
上
へ
と
向
か
う
。
私
は
早
足
で
辺
り
を
歩
き
回
り
、
目
に
す
る
も
の
全
て
の
中
に
自
分
の
内
面
を
支
配
し

て
い
る
の
と
同
じ
恐
怖
を
見
る
。
緑
は
ど
こ
に
も
な
い
。
草
は
萎
れ
、
黄
色
く
な
っ
て
い
る
。
木
々
は
葉
を
つ
け
ず
に

立
っ
て
お
り
、
冷
た
い
風
が
雪
だ
ま
り
に
吹
き
つ
け
て
い
る
。
私
の
目
に
入
る
自
然
は
全
て
死
の
中
に
あ
る
。
私
の
心
の

中
の
希
望
が
全
て
死
の
中
に
あ
る
よ
う
に
⓴
。

　
こ
れ
に
加
え
、
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
は
風
景
と
「
歴
史
」
の
間
に
も
対
応
関
係
を
築
い
て
い
る
。
例
え
ば
、「
ポ
ル
タ
ヴ
ァ
」

と
題
さ
れ
た
第
四
十
四
書
簡
で
は
、
ポ
ル
タ
ヴ
ァ
の
戦
い
（
一
七
〇
九
）
の
戦
場
跡
の
風
景
が
次
の
よ
う
に
称
え
ら
れ
る
。

歴
史
家
と
祖
国
の
栄
誉
を
愛
す
る
者
は
ポ
ル
タ
ヴ
ァ
の
名
を
永
久
に
心
に
留
め
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
自
然
を
愛
す
る
者

は
こ
の
町
の
東
に
広
が
る
光
景
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
あ
た
か
も
平
和
の
精
霊
が
、
血
な
ま
ぐ
さ
い
戦
闘
の
行

わ
れ
た
野
原
を
見
た
後
で
眼
と
心
が
安
ら
げ
る
よ
う
に
、
こ
の
場
所
を
飾
っ
て
く
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
上
な
く

美
し
い
平
原
が
山
麓
か
ら
広
が
っ
て
お
り
、
一
方
の
側
で
丘
に
隣
接
し
、
そ
の
丘
の
上
で
は
修
道
院
が
森
の
蔭
で
輝
き
を
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放
っ
て
い
る
〈
…
〉。〔
二
五
三
〕

ピ
ョ
ー
ト
ル
期
の
大
北
方
戦
争
の
際
の
輝
か
し
い
戦
勝
の
記
憶
が
、
こ
こ
で
は
ポ
ル
タ
ヴ
ァ
と
い
う
土
地
の
風
景
美
と
並

置
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
語
り
手
は
「
こ
の
風
景
に
は
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
の
栄
光
と
同
じ
く
ら
い
旅
人
を
こ
こ
に
引
き
寄

せ
る
価
値
が
あ
る
」〔
二
五
四
〕
と
も
述
べ
る
こ
と
で
、
国
家
の
栄
光
と
風
景
美
の
等
価
性
を
よ
り
強
く
印
象
付
け
て
い
る
。

　

ま
た
第
二
十
書
簡
で
は
、
キ
エ
フ
へ
の
接
近
と
と
も
に
風
景
が
移
り
変
わ
る
様
子
が
描
き
出
さ
れ
る
が
、
当
初
語
り
手

は
キ
エ
フ
周
辺
の
風
景
に
失
望
の
念
を
覚
え
て
い
る
。

ク
ー
ル
ス
ク
か
ら
小
ロ
シ
ア
を
通
っ
て
キ
エ
フ
に
至
る
道
は
美
し
い
。
花
咲
き
誇
る
草
原
や
、
青
々
と
し
た
森
や
、
い
く
つ
も

の
丘
を
擁
す
る
谷
が
旅
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
。
し
か
し
キ
エ
フ
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
景
色
は
変
わ
っ
て
行
く
。
森
は
ま
ば

ら
に
な
り
、
土
地
は
空
漠
と
し
て
、
村
も
お
粗
末
な
も
の
に
な
っ
て
く
る
。
自
然
の
魔
法
が
姿
を
消
し
た
の
だ
。〔
九
一
〕

キ
エ
フ
の
手
前
の
宿
駅
ボ
リ
ス
ポ
リ
を
発
っ
て
か
ら
、
語
り
手
は
一
時
間
ほ
ど
平
坦
な
湿
地
の
中
を
走
り
続
け
る
。
し
か

し
、
そ
こ
で
は
何
ら
心
躍
る
も
の
や
目
を
楽
し
ま
せ
る
も
の
に
出
会
う
こ
と
な
く
、「
キ
エ
フ
周
辺
で
は
美
し
い
場
所
を

目
に
で
き
る
か
と
期
待
し
て
い
た
が
、
草
原
以
外
の
何
も
見
出
せ
な
か
っ
た
」〔
九
二
〕
と
嘆
く
。
そ
ん
な
と
き
、
突
然

目
の
前
で
煌
め
く
光
が
あ
っ
た
。

ま
さ
に
そ
の
時
、
鬱
蒼
と
し
た
青
い
松
林
の
少
し
上
方
で
、
洞
窟
修
道
院
の
黄
金
の
屋
根
が
、
輝
く
点
の
よ
う
に
光
を
放
っ
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た
。
こ
れ
が
キ
エ
フ
だ
、
と
私
は
自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
。
こ
れ
が
キ
エ
フ
だ
、
と
私
は
歓
喜
し
た
。〔
九
二
―
九
三
〕

こ
こ
で
洞
窟
修
道
院
が
キ
エ
フ
の
換
喩
と
し
て
現
れ
て
い
る
こ
と
は
、
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
に
と
っ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
イ

メ
ー
ジ
の
中
で
正
教
が
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
㉑
。
こ
の
後
、
語
り
手
は
生
い
茂
る
森
の
中

に
分
け
入
り
、
し
ば
ら
く
闇
の
中
を
進
む
が
、
彼
の
意
識
は
次
第
に
現
実
と
空
想
の
間
を
彷
徨
い
始
め
る
。

森
の
中
は
沈
黙
と
闇
と
恐
怖
で
満
ち
て
い
た
。
私
は
、
キ
エ
フ
公
国
が
異
民
族
た
ち
の
軛
の
も
と
で
呻
吟
し
、
侵
略
者
に

嵌
め
ら
れ
た
鎖
が
じ
ゃ
ら
じ
ゃ
ら
と
鳴
り
響
き
、
蛮
行
が
猛
威
を
振
る
い
、
世
に
も
恐
ろ
し
い
場
面
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
た
、
あ
の
時
代
の
情
景
を
鮮
烈
に
目
に
し
た
。〔
九
三
〕

　

こ
れ
よ
り
先
、
語
り
手
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
に
よ
る
支
配
、
い
わ
ゆ
る
「
タ
タ
ー
ル
の
軛
」
の
時
代
に
思
い
を
馳
せ
て
い

く
。
そ
し
て
、
彼
の
目
の
前
に
は
「
鬱
蒼
と
し
た
森
の
闇
の
中
、
陰
鬱
な
松
の
木
の
下
で
、
砂
の
上
を
彷
徨
う
青
白
い
顔

の
美
女
」、
タ
タ
ー
ル
と
の
戦
で
命
を
落
と
し
た
恋
人
の
名
残
を
求
め
る
「
物
凄
い
目
つ
き
で
髪
を
乱
し
た
」
美
女
が
現

れ
、
オ
シ
ア
ン
詩
を
想
起
さ
せ
る
描
写
が
続
く
。
モ
ン
ゴ
ル
支
配
の
時
代
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
空
想
は
、「
時
間
の
手
が

こ
の
陰
気
な
松
林
を
残
し
て
お
い
た
の
は
、
こ
う
し
た
悲
し
い
出
来
事
の
記
念
碑
と
な
り
、
我
々
の
祖
国
の
歴
史
を
目

の
前
で
蘇
ら
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
」〔
九
四
―
九
五
〕
と
締
め
く
く
ら
れ
る
。
シ
ェ
ー
ン
レ
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
は
こ
こ
で
キ
エ
フ
へ
の
道
を
「
善
と
悪
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
的
物
語
」
と
し
、
自
然
を
「
暗
い
歴

史
的
記
憶
と
の
対
話
の
共
謀
者
」㉒
と
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
陰
鬱
な
風
景
描
写
は
、
あ
た
か
も
過
去
の
「
暗
い
時
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代
」
を
回
想
す
る
た
め
の
舞
台
装
置
と
し
て
準
備
さ
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

や
が
て
森
は
ま
ば
ら
と
な
り
、
つ
い
に
は
キ
エ
フ
の
光
景
が
目
の
前
に
現
れ
る
。

私
の
目
の
前
を
壮
麗
な
ド
ニ
エ
プ
ル
の
青
い
水
面
が
緩
慢
に
流
れ
て
い
る
。
私
は
段
を
成
し
て
聳
え
立
つ
山
々
の
作
り
出

す
円
形
劇
場
を
目
に
す
る
。
こ
の
山
々
は
七
つ
の
頭
を
抱
く
洞
窟
修
道
院
と
聖
ア
ン
ド
レ
イ
教
会
を
支
え
る
大
い
な
る
台

座
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
聖
堂
を
雲
の
高
さ
ま
で
、
あ
た
か
も
地
か
ら
天
へ
の
捧
げ
物
で
あ
る
か
の
よ
う
に
持
ち
上
げ
て
い

る
。
私
が
目
に
し
て
い
る
の
は
自
然
美
と
神
の
偉
大
さ
と
人
間
の
叡
智
の
産
物
で
あ
り
、
即
ち
こ
の
世
で
最
も
美
な
る
も

の
全
て
の
結
合
で
あ
る
。〔
九
五
―
九
六
〕

モ
ン
ゴ
ル
支
配
の
歴
史
を
め
ぐ
る
沈
鬱
な
空
想
の
後
に
現
れ
る
キ
エ
フ
の
輝
か
し
い
姿
は
、
現
代
と
過
去
を
鮮
や
か
に
対

比
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
風
景
描
写
に
現
れ
る
、
山
々
と
キ
エ
フ
の
歴
史
的
建
造
物
と
の
組
み
合
わ
せ
は
、
自
然
の

風
景
と
歴
史
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
と
言
え
る
。

　

一
方
、
こ
こ
で
同
時
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ロ
シ
ア
国
家
の
過
去
が
宗
教
建
築
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
て
い
る
点
、
そ
し

て
山
々
を
「
地
か
ら
天
へ
の
捧
げ
も
の
」
の
よ
う
に
聖
堂
を
持
ち
上
げ
る
「
台
座
」
と
す
る
比
喩
の
効
果
に
も
助
け
ら

れ
、
明
暗
の
視
覚
的
対
比
の
中
に
神
へ
の
視
点
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
先
の
洞
窟
修
道
院
を
扱
っ
た
書
簡
で

は
、
国
家
の
英
雄
に
対
す
る
崇
敬
の
念
が
、
宗
教
的
陶
酔
に
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
ポ
ル
タ
ヴ
ァ
の
描
写
で
は
、

風
景
美
を
前
に
し
た
快
い
感
覚
が
、
愛
国
的
な
高
揚
感
と
並
置
さ
れ
て
い
た
。
上
の
引
用
個
所
で
は
、
目
の
前
の
視
覚

的
現
実
が
「
自
然
美
と
神
の
偉
大
さ
と
人
間
の
叡
智
の
産
物
」「
こ
の
世
で
最
も
美
な
る
も
の
全
て
の
統
合
」
と
総
括
さ
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れ
、
風
景
と
信
仰
と
歴
史
が
、
精
神
的
高
揚
の
源
泉
と
し
て
改
め
て
並
べ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

第
二
十
九
書
簡
で
は
、
か
つ
て
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
聖
公
の
家
が
建
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
丘
を
語
り
手
が
訪
れ
る
。
丘

か
ら
の
眺
望
の
描
写
が
な
さ
れ
る
が
、
こ
こ
に
も
上
記
の
三
つ
の
要
素
の
結
合
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
丘
に
立
つ
と
視
線
は
美
し
い
地
平
線
の
上
で
安
ら
ぐ
。
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
は
き
っ
と
、
こ
の
場
所
に
し
ば
し
ば
座
っ
て

思
索
に
耽
っ
て
は
、
偶
像
崇
拝
を
め
ぐ
る
自
分
の
意
見
が
揺
ら
ぐ
の
を
既
に
早
く
か
ら
感
じ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
ま
た

私
は
こ
の
よ
う
に
信
じ
る
。
彼
は
こ
の
高
い
丘
の
上
に
座
り
、
周
囲
に
広
が
る
明
る
い
空
や
、
あ
る
種
の
壮
麗
さ
を
た
た

え
て
せ
せ
ら
ぐ
川
、
そ
れ
に
山
や
谷
な
ど
を
目
に
し
た
り
、
ま
た
地
平
線
の
美
に
そ
の
眼
差
し
を
向
け
た
り
し
て
は
、
密

か
な
歓
喜
の
念
を
覚
え
、
こ
の
世
界
の
中
に
あ
る
創
造
主
の
存
在
を
自
ら
認
め
た
に
違
い
な
い
。
私
に
は
か
の
大
い
な
る

時
が
目
に
見
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
自
然
の
壮
麗
な
光
景
が
彼
に
神
の
概
念
を
伝
え
、
そ
し
て
彼
は
神
の
偉
大
さ
を
崇

め
た
の
で
あ
ろ
う
。〔
一
四
七
―
一
四
八
〕

こ
こ
で
は
丘
の
上
か
ら
望
ま
れ
た
風
景
の
自
然
美
が
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
公
も
同
じ
よ
う
に
こ
の
風
景
を
眺
め
、
創
造
主
の

存
在
を
確
信
し
た
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
推
測
を
導
い
て
い
る
。
コ
チ
ェ
ト
コ
ー
ワ
が
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
箇
所
に
は
セ

ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
作
家
に
特
徴
的
な
汎
神
論
的
理
念
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
㉓
。
た
だ
し
創
造
主
の
概
念
が
、

こ
こ
で
は
キ
エ
フ
を
発
祥
地
と
す
る
か
つ
て
の
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
と
、
正
教
へ
の
改
宗
を
行
っ
た
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
聖
公
と

い
う
歴
史
的
事
象
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
点
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。
即
ち
、
こ
こ
で
は
自
然
の
風
景
を
観
照
す
る

と
い
う
審
美
的
な
経
験
が
、
神
的
存
在
に
対
す
る
畏
敬
の
念
と
、
最
初
期
の
ロ
シ
ア
国
家
を
め
ぐ
る
過
去
へ
の
連
想
に
直
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結
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
は
、
キ
エ
フ
を
「
風
景
」「
歴
史
」「
信
仰
」
が
同
一
地
点
上
に
立
つ
場
と
し
て
描
き
出

し
て
い
る
。
こ
の
「
信
仰
」
は
あ
く
ま
で
正
教
で
あ
り
、「
歴
史
」
は
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
や
モ
ン
ゴ
ル
支
配
、
フ
メ
リ
ニ

ツ
キ
ー
な
ど
、
ロ
シ
ア
史
の
一
部
で
も
あ
る
事
象
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
た
め
、
キ
エ
フ
お
よ
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
「
祖

国
」
の
延
長
線
上
に
と
ら
え
ら
れ
る
。
一
八
〇
五
年
版
で
は
こ
の
側
面
は
さ
ら
に
強
調
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
キ
エ
フ
と

い
う
町
に
関
し
て
「
ロ
シ
ア
の
古
い
都drevniaia stolitsa R

ossii

」㉔
と
い
う
形
容
や
、「
黄
金
の
屋
根
や
洞
窟
修
道
院
を

囲
む
緑
色
の
丘
、
ド
ニ
エ
プ
ル
を
渡
る
船
な
ど
が
作
り
出
す
風
景
は
『
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
第
二
の
首
都
』
た
る
に
ふ
さ

わ
し
い
」㉕
と
い
っ
た
記
述
が
現
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
八
〇
〇
年
版
に
は
「
も
し
自
然
や
美
に
対
す
る
愛
が
い
つ
か
人

間
の
心
の
中
で
消
え
去
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
キ
エ
フ
を
一
瞥
す
れ
ば
そ
れ
は
再
び
燃
え
上
が
る
だ
ろ
う
」〔
一
〇
三
〕

と
い
う
個
所
が
あ
る
が
、
一
八
〇
五
年
版
で
は
こ
の
「
自
然
や
美
」
に
代
わ
り
「
天
の
信
仰
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て

い
る
㉖
。
こ
れ
ら
の
表
現
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
歴
史
的
・
宗
教
的
一
体
性
を
強
く
印
象
付
け
る
が
、
こ
の
認
識
そ

の
も
の
は
一
八
〇
〇
年
版
で
も
既
に
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
が
ロ
シ
ア
人
と
し
て
の
自

意
識
を
再
確
認
し
な
が
ら
、
同
時
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
美
質
と
直
接
一
体
化
す
る
こ
と
、
並
び
に
風
景
が
与
え
る
視
覚
的
な

快
に
直
観
的
に
共
感
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。

　

正
教
文
化
を
介
し
て
顕
示
さ
れ
た
神
的
存
在
、
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
に
端
を
発
す
る
ロ
シ
ア
の
深
い
歴
史
的
伝
統
と
い
っ

た
価
値
に
異
郷
で
接
す
る
こ
と
は
、
自
分
が
元
来
そ
れ
ら
と
縁
を
有
す
る
ロ
シ
ア
人
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
強
め
る
。
同

時
に
、
そ
う
し
た
価
値
に
個
人
的
、
直
接
的
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
自
覚
は
、
そ
う
し
た
対
象
と
の
距
離
、
お
よ
び
対

象
の
超
越
性
に
関
す
る
意
識
を
高
め
、
心
理
的
な
高
揚
感
を
増
大
さ
せ
る
。
従
っ
て
、
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
が
「
風
景
」「
歴
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史
」「
信
仰
」
と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
て
精
神
的
高
揚
を
覚
え
る
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
人
と
し
て
の

彼
の
自
意
識
と
表
裏
一
体
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
作
品
の
中
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
他
者
で
あ
る
と
意
識

さ
れ
つ
つ
も
、
同
時
に
正
教
や
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
と
い
っ
た
ロ
シ
ア
と
共
通
の
文
化
的
属
性
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る

の
は
、
こ
う
し
た
心
理
的
背
景
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ⅳ
　

む
ろ
ん
、
こ
う
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
像
は
想
像
力
の
所
産
で
あ
る
。

　

カ
ラ
ム
ジ
ン
は
『
ロ
シ
ア
人
旅
行
者
の
手
紙
』
で
、
パ
リ
の
コ
メ
デ
ィ
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
で
グ
レ
ト
リ
の
歌
劇

『
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
』（
一
七
九
〇
）
を
鑑
賞
し
た
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
作
曲
も
脚
本
も
フ
ラ

ン
ス
人
の
手
に
な
る
歌
劇
が
称
え
ら
れ
、
語
り
手
は
終
演
後
に
感
極
ま
っ
て
「
涙
を
拭
い
、
自
分
が
ロ
シ
ア
人
で
あ
る
こ

と
に
喜
び
を
感
じ
た
」
と
さ
れ
る
。
一
方
で
彼
は
、「
フ
ラ
ン
ス
人
は
皇
帝
や
メ
ン
シ
コ
フ
、
レ
フ
ォ
ル
ト
等
に
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
衣
装
を
着
せ
、
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
連
隊
の
兵
や
将
校
に
農
民
が
着
る
よ
う
な
黄
色
の
帯
の
つ
い
た
緑
色

の
カ
フ
タ
ン
を
着
せ
て
い
た
」
と
演
出
上
の
考
証
の
不
備
に
も
言
及
す
る
の
だ
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
そ
れ
ら
の
点
は
愛

国
心
に
基
づ
く
彼
の
感
動
を
妨
げ
て
い
な
い
㉗
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
彼
は
ピ
ョ
ー
ト
ル
を
演
じ
た
俳
優
を
絶
賛
し
な
が
ら
、

「
私
の
想
像
力
が
何
物
か
を
付
け
加
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
は
錯
覚
を
感
知
し
た
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
楽

し
み
た
か
っ
た
の
だ
」㉘
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

想
像
力
の
働
き
や
錯
覚
を
重
視
す
る
こ
の
よ
う
な
意
識
を
、
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
は
師
の
カ
ラ
ム
ジ
ン
と
共
有
す
る
。
先
行

研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
歴
史
」
の
中
の
事
実
と
伝
説
の
差
異
に
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
は
関
心
を
注
い
で
お
ら
ず
、
む
し
ろ
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彼
は
文
学
的
真
理
を
「
あ
り
そ
う
な
こ
と
」「
必
然
的
な
こ
と
」
の
表
現
の
う
ち
に
求
め
る
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
遡
る

伝
統
の
系
譜
の
上
に
い
る
㉙
。
旅
行
記
の
語
り
手
は
森
を
抜
け
て
キ
エ
フ
の
壮
麗
な
風
景
に
接
し
た
際
に
「
自
然
美
と
神

の
偉
大
さ
と
人
間
の
叡
智
の
産
物
」「
こ
の
世
で
最
も
美
な
る
も
の
全
て
の
結
合
」
を
称
え
た
が
、
そ
の
直
後
に
現
れ
る

記
述
は
、
そ
う
し
た
虚
実
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
し
て
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
が
自
覚
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

私
は
目
に
す
る
。
岸
へ
急
い
で
い
く
何
千
も
の
巡
礼
者
、
川
の
手
前
の
広
大
な
草
原
を
覆
い
尽
く
す
何
千
も
の
人
々
。
ま

た
、
畏
敬
の
念
に
目
を
輝
か
せ
つ
つ
船
で
や
っ
て
く
る
他
の
何
千
も
の
人
々
、
向
こ
う
岸
に
下
さ
れ
て
天
に
向
か
っ
て
十

字
を
切
り
、
苦
難
と
神
へ
の
愛
か
ら
険
し
い
山
道
、
重
い
砂
の
上
を
勇
猛
に
昇
っ
て
行
く
夥
し
い
数
の
女
性
。
こ
れ
ら
を

全
て
目
に
す
る
。
そ
し
て
私
自
身
も
神
々
し
い
ド
ニ
エ
プ
ル
を
渡
っ
て
上
に
登
っ
て
行
く
と
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
力
が
蘇
っ

て
く
る
の
を
感
じ
る
。
無
感
動
な
人
々
よ
、
無
感
動
な
哲
学
者
た
ち
よ
！
こ
の
地
を
訪
れ
る
で
な
い
。
だ
が
心
と
想
像
力

を
持
つ
者
た
ち
よ
、
こ
の
生
気
と
喧
噪
、
そ
し
て
神
を
崇
め
る
人
々
の
群
れ
を
あ
な
た
方
が
目
に
す
れ
ば
、
キ
エ
フ
は
永

久
に
そ
の
記
憶
に
留
ま
る
で
あ
ろ
う
。〔
九
六
―
九
八
〕

　

キ
エ
フ
は
こ
こ
で
、
数
多
の
巡
礼
者
が
訪
れ
る
聖
な
る
都
市
と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
何
千
も
の
」
巡
礼

者
や
「
夥
し
い
数
の
」
女
性
と
い
っ
た
数
量
に
関
す
る
記
述
、
空
間
的
な
上
昇
に
伴
っ
て
「
生
命
力
が
蘇
っ
て
く
る
」
と

す
る
記
述
に
は
崇
高
美
学
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
感
覚
は
宗
教
的
陶
酔
と
親
和
的
な
も
の
で
も
あ
る
。
さ
ら

に
そ
の
後
に
は
「
最
初
の
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
堂
」「
即
ち
、
聖
ア
ン
ド
レ
イ
教
会
」
や
「
偉
大
な
る
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
の
住

処
」
を
見
た
い
と
い
う
願
望
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
聖
公
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
と
い
う
正
教
史
、
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ロ
シ
ア
史
的
背
景
が
こ
こ
で
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
こ
の
描
写
を
締
め
く
く
る
に
あ
た
っ
て
語
り
手
は
「
心
と
想
像
力
を
持
つ
者
た
ち
」
に
呼
び
か
け
、
キ
エ

フ
の
印
象
を
記
憶
に
留
め
る
上
で
「
想
像
力
」
が
必
須
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
キ
エ
フ
を
称
え
る
自
ら

の
筆
も
ま
た
想
像
力
を
拠
り
所
と
す
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
巡
礼
者
に
覆
わ
れ
た
ド
ニ
エ
プ
ル
沿
岸
の
描
写
も
大
き
く

想
像
力
に
拠
る
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
を
可
能
と
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
支
配
や
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
聖
公
の
宗

教
的
覚
醒
な
ど
、
過
去
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
様
々
な
情
景
を
現
前
さ
せ
た
の
は
想
像
力
の
働
き
で
あ
っ
た
が
、
旅
行
記
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
描
写
全
体
を
通
し
て
、
こ
の
土
地
を
歴
史
的
・
宗
教
的
に
ロ
シ
ア
と
一
体
を
成
す
、
風
景
の
美
し
い
土
地
と
し

て
読
者
に
提
示
し
て
み
せ
た
の
も
、
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
の
文
学
的
想
像
力
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。

１　

本
稿
で
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」
と
い
う
語
が
指
し
示
す
の
は
、
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
が
「
小
ロ
シ
ア
」
と
い
う
名
称
の
も
と
に
念
頭
に

置
く
地
域
で
あ
り
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
家
の
領
域
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
、
十
八
世
紀

後
半
に
ロ
シ
ア
帝
国
領
と
な
っ
た
ク
リ
ミ
ア
や
黒
海
沿
岸
地
域
な
ど
は
含
ん
で
お
ら
ず
、
パ
ー
ヴ
ェ
ル
期
に
存
在
し
た
左
岸
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
中
心
と
す
る
行
政
単
位
小
ロ
シ
ア
県M

alorossiiskaia guberniia

と
キ
エ
フ
周
辺
を
合
わ
せ
た
範
囲
に
概
ね
相

当
す
る
。G

eografichesko-statisticheskii slovar' Rossiiskoi im
perii, vol. 3 (St. Petersburg, 1867), p. 155. 

２　Sara D
ickinson, Breaking G

round: Travel and N
ational C

ulture in Russia from
 Peter I to the Era of Pushkin 

(A
m

sterdam
-N

Y, R
odopi, 2006), p. 105.

３　

主
な
例
と
し
て
は
、
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
作
品
の
ほ
か
、
パ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ス
マ
ロ
ー
コ
フ
『
一
七
九
九
年
ク
リ
ミ
ア
と
ベ
ッ
サ

ラ
ビ
ア
へ
の
旅
』（
一
八
〇
〇
）、
ス
マ
ロ
ー
コ
フ
『
ク
リ
ミ
ア
の
判
事
の
休
暇
、
あ
る
い
は
タ
ヴ
リ
ー
ダ
へ
の
二
度
目
の
旅
』

（
一
八
〇
三
）、
シ
ャ
リ
コ
フ
『
小
ロ
シ
ア
へ
の
旅
』（
一
八
〇
三
）、
ネ
ヴ
ゾ
ロ
フ
『
一
八
〇
〇
年
カ
ザ
ン
、
ヴ
ャ
ト
カ
、
オ
レ

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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ン
ブ
ル
ク
へ
の
旅
』（
一
八
〇
三
）、
シ
ャ
リ
コ
フ
『
小
ロ
シ
ア
へ
の
も
う
一
つ
の
旅
』（
一
八
〇
四
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

な
お
、
有
名
な
ラ
ジ
ー
シ
チ
ェ
フ
『
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
か
ら
モ
ス
ク
ワ
へ
の
旅
』
に
つ
い
て
ロ
ボ
リ
は
「
ラ
ジ
ー
シ
チ
ェ
フ
は
風

紀
批
判
と
い
う
十
八
世
紀
の
古
い
題
材
に
西
欧
の
新
し
い
文
学
的
形
式
を
機
械
的
に
用
い
た
」
と
述
べ
、
旅
行
記
ジ
ャ
ン
ル
の

出
発
点
と
は
み
な
せ
な
い
と
し
て
い
る
。T. A

. R
oboli, “Literatura puteshestvii” in Russkaia proza XIX veka (Leningrad, 

1926), pp. 58-60.

４　

こ
の
作
品
に
関
す
る
先
行
研
究
は
多
く
な
い
が
、シ
ェ
ー
ン
レ
の
研
究
書
が
こ
の
作
品
に
一
項
を
割
い
て
お
り
、注
目
に
値
す
る
。

A
ndreas Schönle, Authenticity and Fiction in the Russian Literary Journey, 1790-1840 (C

am
bridge and London, 

H
arvard U

P, 2000),　
pp. 112-122. 

ま
た
、
ソ
ロ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
二
〇
一
一
年
に
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
ロ
シ
ア
文
学
研

究
所
に
『
南
ロ
シ
ア
へ
の
旅
』
を
テ
ー
マ
と
す
る
学
位
論
文
を
提
出
し
た
ほ
か
、
既
に
数
点
の
論
文
を
発
表
し
て
お
り
、
今

後
の
研
究
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。A
.Iu. Solov’ev, “Puteshestvie v poludennuiu R

ossiiu” V.V. Izm
ailova v kontekste 

russkoi literatury puteshestvii kontsa X
V

III – nachala X
IX

 vekov” (Avtoreferat, St. Petersburg, 2011)

を
参
照
。

５　L. P. Lobanova, “Izm
ailov, V

ladim
ir Vasil'evich” in Russkie pisateli 1800-1917. Biograficheskii slovar’, vol. 2 

(M
oscow

, 1992), p. 408; Solov’ev, “Puteshestvie v poludennuiu R
ossiiu”, pp. 18-25.

６　P. I. Shalikov, Puteshestvie v M
alorossiiu (M

oscow
, 1803)

よ
り
序
文
。

７　

イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
の
経
歴
に
関
し
て
はLobanova, “Izm

ailov, V
ladim

ir Vasil'evich”, pp. 408-409

を
参
照
し
た
。

８　

金
沢
美
知
子
「B

.B
.

イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
『
ロ
ス
ト
フ
湖
』
に
見
る
湖
畔
の
絵
」『
窓
』
一
三
二
号
（
二
〇
〇
五
年
）、
十
四
―

十
七
頁
。

９　A
. Iu. Solov'ev, “Poisk shchast'ia «russkim

 puteshestvennikom
» (sentim

ental'nyi siuzhet v “Puteshestvie v 
poludennuiu R

ossiiu” V.V. Izm
ailova) ” in Russkaia literatura, no.3 (2011), p. 140.

⓾　Solov’ev, “Puteshestvie v poludennuiu R
ossiiu”, pp. 15-18.

⓫　V. Izm
ailov, Puteshestvie v poludennuiu Rossiiu, 1st ed. (M

oscow, 1800), p. 3. 

以
下
、『
南
ロ
シ
ア
へ
の
旅
』一
八
〇
〇 

年
版
か
ら
の
引
用
は
、
括
弧
内
に
頁
数
の
み
を
記
す
。

⓬　D
ickinson, Breaking G

round, p. 129.

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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⓭　V. Izm
ailov, Puteshestvie v poludennuiu Rossiiu, 2

nd ed. (M
oscow

, 1805), p. 3.
⓮　P. I. Sum

arokov, D
osugi krym

skogo sud’i, ili vtoroe puteshestvie v Tavridu, vol. 1 (St. Petersburg, 1803), p. 45.
⓯　

こ
の
文
献
に
注
目
す
る
に
際
し
て
は
デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
の
研
究
よ
り
示
唆
を
受
け
た
。D

ickinson, Breaking G
round, p. 128.

⓰　

シ
ェ
ー
ン
レ
の
指
摘
に
よ
る
。
彼
に
拠
れ
ば
、
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
は
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
美
学
を
宗
教
的
に
再
構
成
し
た

と
さ
れ
る
。Schönle, Authenticity and Fiction, p. 248.

⓱　C
hristopher Ely, This M

eager N
ature: Landscape and N

ational Identity in Im
perial Russia (D

eK
alb: N

orthern 
Illinois U

niversity Press, 2002) , pp. 59-86.

⓲　

拙
稿
「
十
九
世
紀
前
半
の
ロ
シ
ア
文
学
と
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
概
念
」『
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー21

世
紀C

O
E

研
究
報
告
集　
十
九
世
紀
ロ
シ
ア
文
学
と
い
う
現
在
』、
二
〇
〇
五
年
、
五
十
三
―
六
十
六
頁
。

⓳　N
. D

. K
ochetkova, Literatura russkogo sentim

entalizm
a (St. Petersburg, 1994), p. 214.

⓴　N
. M

. K
aram

zin, Pis’m
a russkogo puteshestvennika (Leningrad, 1984), p. 150. 

㉑　

正
教
会
の
ド
ー
ム
が
、
新
約
聖
書
の
使
徒
言
行
録
第
二
章
に
あ
る
神
の
力
を
表
す
火
の
玉
を
瞑
想
す
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い

る
と
い
う
点
を
想
起
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
高
橋
保
行
『
ギ
リ
シ
ア
正
教
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
〇
年
、
一
八
一
頁
。

㉒　Schönle, Authenticity and Fiction, p. 114.

㉓　K
ochetkova, Literatura russkogo sentim

entalizm
a, p. 215.

㉔　Izm
ailov, Puteshestvie v poludennuiu Rossiiu, 2

nd ed., p. 87.

㉕　Ibid., p. 17.

㉖　Ibid., p. 17.

㉗　K
aram

zin, Pis’m
a russkogo puteshestvennika, p. 241.

㉘　Ibid., p. 239.

㉙　Schönle, Authenticity and Fiction, p. 115. 

な
お
、
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
に
お
け
る
歴
史
的
事
件
を
判
断
す
る
基
準
と
し
て
の

「
想
像
力
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
同
書
一
一
四
―
一
一
六
頁
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。
文
学
と
歴
史
の
相
違
に
関
す
る
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
の
見
解
に
つ
い
て
は
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
詩
学
・
ホ
ラ
ー
テ
ィ
ウ
ス
詩
論
』（
松
本
仁
助
、
岡
道
男
訳
）
岩
波
文
庫
、

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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一
九
九
七
年
、
四
十
三
頁
を
参
照
。

―
―
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